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On the Chinese Culture as a Chimera 




April 28 in 1907, at the Yushima Shrine of Confucius, the Confucian ceremony what is 
called ʻSekiten ,ʼ was performed splendidly at an interval of forty years. The first attention of 
th is paper wi l l be pa id on th is ceremony, in order to clar i fy the meanings of the 
transformation of Chinese Confucianism in modern Japan.
The dominant ideology of Tokugawa regime, which was based on the norm of the Samurai 
class, wore a ʻConfucianʼ overcoat. So annual Confucian ceremonies had been held twice a year 
by Tokugawa regime at the Yushima Shrine. Acording to some archives, the last one was held 
in August 1867.
In 1907, the ceremony came to be performed again at Yushima by the newly established 
association named ʻKoushi-saiten-kai ʼ, the Association of Celebrating Confucius. It had 
intended to the resurrection of traditional ceremony same as in the Tokugawa period, 
however the ceremony was no longer a Confucian ceremony, because it was not held by the 
Confucian scholars, but held by the Shinto priests in the Japanese Shintoism style.
Under the influence of modernization and Westernization after Meiji period, Chinese 
Culture was grafted on the particular Japanese tradition just like a ʻChimeraʼ in an ancient 
Greek myth.
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井上圓了（文学博士） 井上哲次郎（文学博士） 伊沢修二 細川潤次郎（男爵）
星野恒（文学博士） 富田鐵之助 加藤弘之（文学博士・法学博士）
嘉納治五郎 芳野世経 谷干城（子爵） 宗重望（伯爵）
那珂通世（文学博士） 南摩綱紀 牧野伸顕 阪谷芳郎（法学博士）
三島毅（文学博士） 重野安繹（文学博士） 渋沢栄一（男爵） 土方久元（伯爵）
関義臣
【表２】孔子祭典会委員（10人）
嘉納治五郎（委員長） 市村讃次郎 細田謙蔵 吉田静致 棚橋源太郎

























































































祭器 数 献納年月 献納者名
幣篚 １ 安永３年12月 小田原城主大久保加賀守藤原朝臣忠顕
爵（正位） ３ 安永４年６月 彦根城主井伊左近衛権中将藤原朝臣直幸
爵（四配） ４ 同上 同上
簠（正位） ３ 安永５年２月 伊達左近衛中将兼陸奥守藤原朝臣重村
簋（正位） ３ 同上 同上
簠（四配） ４ 安永４年正月 小倉城主小笠原左京大夫源朝臣忠総
簋（四配） ４ 同上 同上
籩（正位） ３ 天保15年２月 米沢侍従上杉弾正大弼藤原朝臣齊憲
豆（正位） ３ 同上 同上
籩（四配） ４ 安永５年２月 南部大膳大夫源朝臣利雄
豆（四配） ２ 天保14年 大洲城主加藤次郎四郎藤原泰候
豆（四配） ２ 天保14年11月 木下大和守豊臣朝臣俊敦







































俎（四配） ２ 天保14年９月 御場所修造
俎（四配） １ 弘化２年６月 濃州加納城主永井肥前守大江朝臣尚典
俎（四配） １ 安永３年８月 越後国長岡城主牧野新次郎源忠精
香爐 １ 安永３年８月 備前国主池田侍従兼内蔵頭源朝臣治政
香案 １ 同上 同上
香盒 １ 同上 同上
燭台 ２ 元禄２年８月 加能越三国主前田加賀宰相菅原朝臣綱紀
犠尊 １ 安永４年２月 会津城主左近衛権中将松平肥後守源朝臣容頌
象尊 １ 同上 同上
蒲勺 ２ 同上 同上
尊案 １ 安永３年12月 土佐国主山内侍従兼土佐守藤原朝臣豊雍
福爵 １ 安永３年９月 相良壱岐守藤原朝臣長泰
祝版 １ 寛政元年12月 駿州沼津城主水野出羽守源朝臣忠友
祝案 １ 同上 同上
琴 １ 寛政元年８月 高崎城主大河内右京亮源朝臣輝和
磬（撥付） １ 安永３年12月 上総国久留里城主黒田大和守丹治直純
天球 １ 天保14年９月 酒井若狭守源朝臣忠義
欹器 １ 安永３年12月 松平左兵衛督源朝臣信明
筮器 １ 安永４年９月 浜松城主井上河内守源朝臣忠義
硯 １ 安永３年11月 豊浦領主毛利政次郎大江匡豊
硯屏 １ 同上 同上
書閣 １ 寛文４年秋 高極丹後侍従源朝臣高国
書閣 １ 安永６年３月 高田城主榊原式部大輔源朝臣政一







































































































































回数 釈奠職名 神社 祭官
第２回
賛礼兼祓主 神田神社社掌 鶴田豊雄
献長兼初献 富岡八幡神社社司 富岡宣永
第３回
賛礼兼初献 富岡八幡神社社司 富岡宣永
奠幣兼亜献 下谷神社社司 阿部止之
祓主兼終献 神田神社社掌 鶴田豊雄
第４回
祓主兼献官 神田神社社掌 鶴田豊雄
賛礼 神田神社社掌 木村瑞枝
献官 下谷神社社司 阿部止之
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めからある神道の領域をあて
4 4
にしつつこれを外
が い
護
ご
し倫理や政治をこれに供給する役回りを務め
たことは特記しなければならない」。「それほど
までに神の潜在的な力は強かったのである（32）」
と考えたい。
また儒教が神道を内部に取入れる必要性につ
いてある研究者は次のように指摘する。
「儒学側からすると、神道の祭祀との結びつ
きは、それなりの理由があった。朝鮮半島にお
ける儒教も、先祖祭祀と深く関わるものとして
今日まで続いている。これに対し、近世の儒学
は祭祀の面を大きく欠いていた。その祭祀面が
神道と結びついて展開することになったと理解
できる（33）」。
すでに述べたとおり、明治期における祭典会
の釈奠からみても、「神」を祀る際に、「畏（美）
畏（美）（毛）白（須）」（かしこみかしこみもま
をす）（34）と祓詞を奏上するなど神道の儀礼を儒
教側が採用しそれに依存していることは明白で
ある。
伝統的な中国風礼式を廃止し「皇国神裔の御
礼式（35）」による即位礼により即位した明治天皇
は、近代国家として出発した明治国家の「近代
性」の象徴としてカイゼル風の髭を蓄え、軍
服・サーベルを纏い、そして武士倫理を国家・
家族倫理にまで拡大する天皇侍講の元田永孚ら
の手になる『教育勅語』が示す儒教主義の、そ
の忠孝倫理の権威の人格的源泉でもあった。明
治国家のイデオロギー的基盤こそが「キメラ」
であったように見える。
日清日露の両戦争を経て高揚しつつある軍国
主義と国粋主義の潮流の中で挙行された尊孔団
体、孔子祭典会の釈奠が奇妙な合成物として顕
現したことは、そのような明治国家の「キメラ」
振りを物語っているように思われる。
むすびにかえて
孔子祭典会の釈奠終了後は講演会を挙行する
ことが通例となっていた。
因みに第１回講演会は、午後１時より東京商
業学校講堂において、700余人の聴衆を集め、
嘉納治五郎が開会の辞を述べ、次いで加藤弘
之、南摩綱紀、井上哲次郎が孔子に関わる講演
を行っている（36）。
２回目以降の講演者達も、例えば、市村讃次
郎、宇野哲人、金子堅太郎、阪谷芳郎、重野安
繹、渋沢栄一、服部宇之吉、穂積陳重等、実に
多彩な顔ぶれであるが、しかしそこには「孔子
の精神は支那に亡びて我国に存する（37）」と主張
する講演者がおり、多彩の中から近代日本にお
ける「脱支那化」の色彩が濃厚になりつつある
ことが瞥見しうるのである。
例えば、1884年当時、公使として「甲申事変」
の仕掛人となった竹添進一郎は、第５回講演会
にて登壇し次のように発言した。
「今残つて支那にあるのは、只形式上字面上
の学問であつて、孔子の学問の真髄は日本に伝
わつて居る。諸君も御熟知の通り、日本の国体
は忠孝が基になつて居る、随つて孔子の教が大
和魂と直ちに融和して、千年来日本の国粋とな
つて居ります。
夫故に今日のやうに、孔子祭典も再興するの
であります。支那に於ける孔子の教は、有名無
実で有りますから、年を経、世を易るに従ひ、
風俗の腐敗益々甚しく、忠孝節義は、僅かに士
君子の間に唱へらるる有様であります。どうぞ
日本の孔子を学ぶ者は、山鹿素行の様に孔子の
直門人たるの見識を持ちたうございます（38）」。
ここに説く「大和魂」と融和した「孔子の教」
という発想は、中国と日本の文化的障壁をいと
もたやすく通過して、異文化の受容と変容が作
る陰影とは無関係に、「日本人」は直接孔子の弟
子たりうるとする肥大した国粋主義の存在証明
であり、近代中国のそれとは異なるもうひとつ
の孔教論の態様を見るのである。
［註］
（１）　民国期における孔教会の活動とその思想的
意義については、さしあたって、拙稿「孔教会と
孔教の国教化─民国初期における政治統合と倫
理問題─」（『史峯』第４号、1990年３月）を参
照。
（２）　明治期日本における儒教の展開については、
宇野精一「明治以後の儒教─日本保守派─」（宇
野精一他編『講座東洋思想　第10巻　東洋思想
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の日本的展開』（東京大学出版会、1967年）所収
第４章、王家驊「明治維新後の日本儒学」（『東ア
ジアのなかの日本歴史５　日中儒学の比較』（六
興出版、1988年）所収第９章、劉岳兵主編『明治
儒学与近代日本』（上海古籍出版社、2005年）を
参照。
（３）　黄進興（林雅清訳）「伝統中国における孔子
廟祭祀とその宗教性」吾妻重二・二階堂善弘編
『関西大学アジア文化交流研究叢刊　第３輯』
（雄松堂出版、2008年）所収、須藤敏夫『近世日
本釈奠の研究』（思文閣出版、2001年）を参照。
（４）　須藤敏夫『近世日本釈奠の研究』、同上、183
～ 184頁。
（５）　ホメロス、松平千秋訳『イリアス（上）』第
六歌、171～ 211行（岩波文庫、1992年）191頁。
（６）　松平康国「我が孔子観」（「孔子祭典会講演筆
記（第八回）」『孔子祭典会会報』第８号、大正４
年４月）27頁。
（７）　「孔子祭典会報告」『孔子祭典会会報』第1号、
明治40年10月30日、１～２頁。
（８）　「孔子祭典会報告」同上、１～２頁。
（９）　「孔子祭典会報告」同上、３頁。
（10）　「孔子祭典会報告」同上、４頁。
（11）　因みに徳川時代の釈奠については、前掲、須
藤敏夫『近世日本釈奠の研究』（思文閣出版、
2001年）、特に「第四章　幕府釈奠の再興」を参
照。『釈奠私議』『昌平志』『釈奠記』等に依拠し
ながら、当時の釈奠の具体的な状況を発掘して
いる。また、三浦叶『明治の漢学』（汲古書院、
1998年）の「第四章　明治に於ける孔子の祭─
學禮會・孔子誕生會─」では「孔子祭典会」の結
成に言及するが、釈奠について述べることはな
い。
（12）　「孔子祭典会報告」前掲、５頁。
（13）　「孔子祭典会報告」同上、６頁。
（14）　「孔子祭典会報告」同上、８頁。
（15）　「孔子祭典会報告」同上、８頁。
（16）　「孔子祭典会報告」同上、９頁。祭典前日午
後に大雨となり、雨漏りのため張幕が役に立た
ず、翌日も大雨と予想し、にわかに会員席を殿内
に移すこととし、殿内の陳設を変更した。祭典当
日は朝から天気は快晴となり、会員席を予定の
とおり殿前に復し殿内の陳設をももとのとおり
にしたという経緯があった。
（17）　「孔子祭典会報告」同上、９頁。
（18）　「孔子祭典会報告」同上、12頁。
（19）　須藤敏夫『近世日本釈奠の研究』前掲、58～
60頁。
（20）　「孔子祭典会報告」前掲、９～ 10頁。
（21）　「孔子祭典会報告」同上、11～ 12頁。
（22）　「孔子祭典会報告」同上、12～ 17頁。
（23）　以下、儀式次第については、「孔子祭典会報
告」『孔子祭典会会報』第１号、明治40年10月30
日による。
（24）　第１回目の釈奠で奏上された「祓詞（はらえ
ことば）」については、「孔子祭典会報告」『孔子
祭典会会報』第１号、明治40年10月30日、18～
19頁を参照。
（25）　このとき細川潤次郎が奉読した「祝文」は次
のとおりである。
　　「維（これ）明治40年丁未４月28日丁未、潤次
郎等、謹みて祭を至聖先師孔子神座の前に致す。
窃に以（おもん）みるに、洙泗の水、長（とこ
し）へに流れて、瀾（なみ）を東海に増し、扶桑
の樹、彌茂りて、輝きを西邦に揚ぐ。猗嗟（あ
あ）盛なるかな。夫子道は天地に侔（ひと）し
く、徳は日月に並ぶ。過化存神（かかそんしん、
聖人の徳が広く行き渡ること）、功徳百王に踰
（こ）え、生栄死哀、声誉万代に垂る。洵（まこ
と）に曠古の師表、億兆の儀範なり。潤次郎等、
祀典の近ごろ闕けたるを慨（かなし）み、盛徳の
諼（わす）れ難きを念（おも）い、茲に同志と與
に聊蘋藻を薦め、以て景仰の誠を申べ、且感謝の
意を致す。配するに顔子、曾子、子思、孟子を以
てす。尚（こいねがは）くは饗（う）けよ。　従
二位勲一等男爵　細川潤次郎」（「孔子祭典会報
告」『孔子祭典会会報』第１号、明治40年10月30
日、21頁）。
（26）　大正３年４月の第８回のみは、昭憲皇太后崩
御で自粛し、11月８日に延期された。尚、毎年の
挙行年月日は以下のとおりである。
　　第１回　明治40年４月28日
　　第２回　明治41年４月26日
　　第３回　明治42年４月25日
　　第４回　明治43年４月24日　久邇宮殿下臨席
　　第５回　明治44年４月23日　竹田宮殿下臨席
　　第６回　 明治45年４月28日　北白川宮殿下臨
席
　　第７回　大正２年４月27日
　　第８回　 大正３年４月、昭憲皇太后崩御で自
粛、11月８日に延期
　　第９回　大正４年４月25日　久邇宮殿下臨席
　　第10回　大正５年４月23日　朝香宮殿下臨席
　　第11回　 大正６年４月22日　伏見宮博恭王殿
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下臨席
　　第12回　 大正７年４月28日　北白川宮殿下臨
席
（27）　「孔子祭典会報告」前掲、４～５頁。
（28）　「孔子祭典会会則」『孔子祭典会会報』（第１
号、明治40年10月30日）巻末折込。
（29）　「孔子祭典会報告」『孔子祭典会会報』（第１
号、明治40年10月30日）６～７頁。また伶人
（楽人）は９人として、宮内省式部職の伶人を招
聘し、楽器は大皷、鉦皷、羯皷、笛、笙、篳、篥
を用いることとした。「孔子祭典会報告」同上、
８頁。
（30）　「孔子祭典会報告」前掲、４～５頁。
（31）　さしあたって菅野覚明『神道の逆襲』（講談
社現代新書、2001年）143～ 168頁。
（32）　黒住真『近世日本社会と儒教』（ぺりかん社、
2003年）122～ 123頁。
（33）　井上順孝『神道入門─日本人にとって神とは
何か』（平凡社新書、2006年）137頁。
（34）　第１回目釈奠で奏上された「祓詞」に見え
る。「孔子祭典会報告」『孔子祭典会会報』第1号、
明治40年10月30日、19頁。
（35）　阪本是丸『近代の神社神道』（弘文堂、2005
年）40～ 42頁。
（36）　これらの講演記録の内容分析から日本「漢
学」の「脱支那化」の過程を明かにする必要があ
り、その詳細は別稿に譲ることにする。
（37）　深作安文「孔夫子の政治上の教訓」（「孔子祭
典会講演筆記（第七回）」『孔子祭典会会報』第７
号、大正３年４月）47頁。
（38）　竹添進一郎「孔子の政綱」（「孔子祭典会講演
筆記（第五回）」『孔子祭典会会報』第５号、明治
45年４月）26頁。

